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ネルヴァルにおける祝祭の観念
(Voyage en Orient) ==祝祭の中の採1)ー
七 尾 誠
( Au rélia) は，ある意味で，作者自身そのH頭付近で、lIì~'示しているようにひとつの秘
儀入信物E活であると言える。主人公は，拶や狂気のもたらす幻覚等が次々と彼に与え続け
る試練の数々を経た後に，彼自身の救済と彼と運命を共にするところの全宇宙の失なわれ
た原初の調和の再建を実現するのである。
同様の事が，一見乱雑に構成されたかに見える一一実際，発表誌もまちまちであり，最
初の雑誌発表 0840年)から定本刊行 (1851{f) まで10年以上もかかっている一一大著
< Voyage en Orient) についても言えるように忠われる。 <Voyage en OTÎent)(以 F (v. 
o. )と略す)の主人公は，オリエントというヨーロッパ人共通の源以に S'INITIER しよ
うとして旅を続けるのである。それでは，この作品において( AUTéliα〉の夢や幻覚が果
たしている試練の場としての役古1]を4"llっているものはいJであるのか。それは〈祝祭〉であ
る。主人公はオリエント各地を恰も祝祭のn:人の械に経巡り歩く。 r度( AUTélia) にお
いて夢がほぼ各草毎に登場して物語の進行の楠糸を形成しているのと l同じ様に，祝祭は
(V. o. )全編に散りばめられていわば旅の出駅の一つ一つを形作っている。オリエン
トの旅はネルヴァルにとって祝祭から祝祭への旅なのである。
1. ネルヴァルにおける祝祭の観念
本FIll は， (V. o. )において祝祭がいかなる形で一つのイニシアシオンの試練の場と
しての役割を果たしているのかを身察し，そしてこの作品と遺作 (AuTéliα〉との関係を
探る事を目的としているのであるが，作品分析に人る前に，ネルヴァルにおける祝祭の観
念といったものについて少し触れておきたい。
{皮にむける祝祭の観念は二つの重要な f!!lJ I耐を1".]:っている。その一つは例えば次の燥な部
分に見られるものである。
(・・・) et, comme l'homme est toujours m馗ontent de l'騁at présent, on 
r黐ait aussi le retour de cet 稟e d'or vant? par les a?ux. Ainsi Virgile 
s' écrie , en pr騅oyant des jours meilleurs: Jam redit et Virgo , redeunt 
Saturniα regna! N'y a-t-il pas , dans nos trois derniers jours de carnaval , 
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すなわち，彼にとって祝祭とは，全宇宙的な調和に支配されていた過去の黄金時代の回
帰への人々の憧れの産物なのである。そして，そのく回帰〉の幻想、は多くの祝祭に共通す
る一一特に農業及び宗教的な起原を持つ祝祭において胤著であるが一一一つの特殊な
メカニスムの倒きによってより華艇かっ完壁なものとなる。特殊なメカニスム，それは一
つの神的存在，一人の英雄，人格化された太陽もしくは何らかの植物の死に対する公的な
悲嘆とその後に続く死せるもののより力強い姿での再生への喜びである。生は一端この地
上から姿を消すがM( により豊能な姿での再/主が可能となるのであり，人々はそして世界は，
祝祭の場においてこの械な死→再生のメカニスムに触れる事によって自ら若返る事が可能
となるのである。ネルヴァルは.イシス神信仰の祝祭(オシリスの死と再生のドラマ)を
題材にとって祝祭のよifつこの蹴術(j'~な力を描き出している。
Une femme divinisée , m金 re ， 駱ouse ou amante , baigne de ses larmes ce 
corps saignant et défiguré , victime d'un principe hostile qui triomphe par 
sa mort, mais qui sera vaincu un jour! La victime c駘este est repr駸ent馥 
par le marl>re ou la cire ‘ avec ses chaires ensanglantées , avec ses plaies 
vives , que les fid台 les viennent toucher et baiser pieusement. Mais le 
troisi鑪e jour tout change : le corps a disparu , l'immortel s'est r騅駘? ; 
la joie succ鐡e aux pleurs. 1 ・ espérance renaﾎt sur la terre ; c ‘ est la f黎e 
(3) 
renouvel馥 de la jeunesse et du printemps. 
祝祭の持つもうひとつの重要な側l面とは，祝祭の場においてはいかなる敵対関係，いか
なる差述・差別も大いなる出 ?11!，と坊似の l ドに f#け込んでしまうという事である。祝祭とい
う LI'lì;~. の 1.1 1 に突然 IIPI現した :)1:LI '1';;; の 11、干空の中にあっては人々は皆平等となり，様々な相巽
なる 1i いにm人れない店、恕さえも一つに出け fTJJ てしまう。この祝祭の持つ特権的な性格
は， I~n 々の宗教・忠恕のいかなるものも否定する事のない一つの新たな綜合的な思想体系
(サンクレチスム)を歩恕ーするネルヴァルを魅きつけてやまない。先に引用した部分の少
し lìíj で， -9- なわちイシス十11I の例祭に内!I!れながらイシスネIjl と聖処女との多大な類似点に言及
しながら i庄は次の{品に言 j
Au contraire , aux yeux du philosophe , sinon du théologien , ne peut-il 
pas sembler qu'il y 日it eu , dans tous les cultes intelligents , une certaine 
part dc r騅駘a tion d ivine? (・・・) Une 騅olution nouvelle des dogmes pourrait 
faire concorder sur certains points les t駑oignages religieux des divers 
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temps. Il serait si beau d 、 absoudre et d'arracher aux mal馘ictions 騁ernelles 
(41 
les h駻os et les sages de l'antiquit? 
さて，ここで少し整理しておく。ネルヴァルにおける祝祭の観念は次の主要な二点に要
約される。 a )祝祭とは，人がその中において自己の又は世界の源泉に触れる事によって
(彼はそこで死→再生のドラマを追体験する機会を得る)自己の再生に至る事を可能に
する場である。 b )祝祭とは，対立する事象が一つに溶け合い，そしてその内のどれもが
抑圧されたり打ち棄てられたりする事無しに新たな発展を遂げる事ができる様な場である。
この操なネルヴァルに特徴的な祝祭の観念についての認識のードに祝祭の中の旅の記録で
ある {V. O. }の分析に移る事にしよう。
2. {Voyage en Orient} =祝祭の中の旅
{V. O. }の序章においてネルヴァルは， ld 分はオリエントに太陽を捜しに行くのだ
と言う。(太陽) ，それはfIiIよりも先ず彼が急táJXに失ないつつある肉体的活動力投び創造
的精神力の象徴である。肉体は大都会のその LI 砕し (I'~ ジャーナリスト紘業に疲幣し，精神
は数々の興行(戯曲)の失敗， うまくゆかない恋等により狂気にまで追いやられていた彼
が，地平の彼方のヨーロッパ文 11) J の似品に光り輝く太陽に魅せられるのはごく臼然な事で
ある。そして又，この憾な大旅行を終えて~事帰還し，それによってより良い仕事をもの
にするという事は，彼にとっては，自己の狂気と言われるものを否定し， (健康〉に戻っ
た事を人々に認めさせるという意味があったのは確かである。
(・・・)il importait que mon retour ?la sant? f皦 constat? bien publiquement; 
et rien ne devait l1lieux le prouver qu'un voyage p駭ible dans les pays 
chauds; ce n 司 a pas 騁? l'un des l1loindres motifs de me le faire entreprendre 
(51 
?tout pnx. 
この様にオリエントに (CUERlSON) を求めて旅丘ったネルヴァルに jlt も同f坊につき
まとう強迫観念は，精神的肉体的衰えの u覚であり， 111;春は j品きいよーったとい対払識であり，
それ ，tj文の老化そして死に士、j する脅えである。
Que dirons-nous de la jeunesse , ? mon ami! Nous en avons pass? les 
plus vives ardeurs , il ne nous convient d'en parler qu'avec modestie , et 
cependant ?peine l'avons-nous connue! ? peine avons-nous compris qu'il 
fallait en arriver bient? ?chanter pour nous-m?l1les l'ode d ‘ Horace: Eheu 
(61 .向gαces ， Posthume .. si peu de temps apr台 s 1‘ avoir expliqu馥' 
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だが，彼にとってオリエントとは〈千一夜物語〉の夢がそのまま現実となっている国
-,- (7) である。周知の様に一一一そして彼自身も或る附 でド・メーストルの言を借りて強調し
ている様に一一夢の中では時間観念は混乱する，もしくは消失する。だからオリエント
においては，夢の国の旅人ジエラールは言わば時間の枠の外にいるのである。それ故，こ
の〈人類共通の源泉〉において彼は上記の様示執助な喪失感，死からの脅迫に対する一つ
の〈良薬〉を見い出したと高らかに宣言するのである。
Triste consolation , que de songer ? ces soirs vermeils de la vie et ?
la nuit qui les suivra! Nous arrivons bient? ? cette heure solennelle qui 
n'est plus le matin , qui n'est pas le soir , et rien au monde ne peut faire 
qu'il en soit autrement. Quel rem鐡e y trouverais-tu? J'en vois un pour 
moi: c'est de continuer ?vivre sur ce rivage d'Asie Oﾙ le sort m'a jet? 
il me semble depuis peu de mois , que j'ai remont? le cercle de mes jours; 
(8) 
je me sens plus jeune , en effet je le suis , je n'ai que vingt ans! 
この様な夢の国の旅人の旅の記述態度は，彼が (GUERISON) の為の〈良薬〉を求め
ているが故に必然的に特殊なものとならざるを併な p。旅の終り近く，断食 11 (すなわち
一つの祝祭)の真只中に在るコンスタンチノーフルにおいてネルヴァルは，彼のエクリチ
ュールの特殊性を次の械に表明している。
Je n'ai pas entrepris de peindre Constantinople; ses palais , ses mosquées , 
ses bains et ses rivages ont 騁? tant de fois d馗rits: j'ai voulu seulement 
donner l'id馥 d'une promenade ?travers ses rues et ses places ?l'駱oque 
(9) 
des principales fêtes , 
つまり，彼が荷15 di を凪1-1止をそしてオリエントを理解するのは，もしくはそれらに
S'INITIERするのは，この械に祝祭を通してなのである。別の箇所で彼は，一つの街を理
解し愛する方法として， --11抑制そこに滞在してあらゆる点から兄てその街の市民に成りき
るというものを挙げているが，この祝祭を通しての方法も!日l じ意味を持っていると言える。
ところで，重要な点は彼が，それを通して一つの街を埋解し オリエントにS'INITIER
するところの例祭そのものに〈全的に参加ゆする事に成功するか否かという問題である。
(この〈全的に参加する〉という表現を我々はここでは， lìíJ述の様な祝祭の持つ魔術的な
力を完全に享受しようとする強い必:志から発する完壁なる自己変革を試みようとする行為
という意味合いで使JH する。祝祭に〈全的に参加1) しようとする者は，祝祭そのものの運
命を臼己のそれと重ね合わさねばならない。すなわち， f，皮は祝祭の主要性質の一つである
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〈死→再生〉のシステムを彼自ら追体験しなければならないのである。短かく言えば， f皮
は祝祭そのものと自己同一化しなければならないのである。丁度作家としてのネルヴァル
が常に自己の物語の主人公に自己同一化してきた様に。) <全的に参加〉しなければ，その
時彼は， f皮が最も忌み嫌う〈イギリス人観光客〉と同じ単なる冷たい限の傍観者になって
しまうであろう。オリエントという魔法の源泉に完全に浸る事によって若返りを果たし，
活力を取戻せるのは， この〈参加〉の試みが成功した後でしかないのである。彼がINITIES
の一人になれるかどうか，それはこの《参加〉の試みの成否にかかっているといえる。
さて， (V. O. )の主人公がオリエントの数々の祝祭にく参加〉する為に取る〈武器〉
(方法)は次の三つのグループに分知する事ができる。 a )万能のキー・ワード
(TAYEB) , b) 変装による変身の l式み， c) 結婚。次に我々は，彼がこれらのく武器〉
をいかに diHlするのか，そしてそれによる〈参加〉の試みは成功するのか否かを少し具体
的に見てゆく事にする。
ネルヴァル作品の主人公と祝祭もしくはその矧似のものとの出会いには，多くの場合或
る一定のパl ターンが認められる。彼の精神〉くは肉体がfl ，f らかの危機的状況にある H寺，それ
を状う(又は試練を与えてより i弘次な状況へと彼を導く)ものとして祝祭はたち現れるの
である。例えば( V. 0.) に姉人されたコント《眺の k玉よ精霊の王ソリマンの物語〉
の主人公アドニラムが彼の祖先述との再会の'虫の助に導かれるのも， f皮が死の危険に 11凶さ
れている H寺であるし，大都会の虚飾の現実生 l:li に疲れた (Sylvic) の主人公が蝉ける幼年
l時代の卑徴である村娘シルヴイに nJI 会うのも祝祭の場なのである。カイロにおいて，この
街全体を覆う〈ヴェール〉と至る所に見られる廃雄(それはすべてを老い京えさせるネル
ヴァル故大の敵 (11キ〉の魔力の証しである)がもたらす不吉な印象に沈みこむ (V. O. ) 
の主人公が出会うのは，洪水にも以た光と音に伴われた結婚の行列一一一つの祝祭一ー
である。その祝祭に参加する事を当初は臨時する彼を勇気づけるのが万能のキー・ワード、
(TAYEB) なのだ。それは彼の地の〈言語の礎〉であり， (人がそれに付与する抑似に
よっていかなる事象をも意味する〉事ができる単語なのである。この (TAYEB) の魔力
のおかげで彼はこの祝祭の光と音の洪本を充分に享受する事に成功するのであるが， (k 
家の内奥> (そこにこそこの祝祭の最も輝かししげfl5分があるのだが)に踏み人る事に気後
れを感じ， (参加〉の試みは半ば成功しただけに終ってしまう。だが，彼はこの祝祭がす
ぐれて秘儀入信的な性格を有している事に気付ーいている。ヴェールの下に隠された花嫁の
〈知られざる美〉を唯一人自己のものにできる花婿の有頂点は， -J . I支〈ピラミッド〉と題
されたく V. 0.) 中の一章に描かれている幾多の試練の果てに〈ヴェールの下に隠され
たイシス女神〉の神々しい顔をかいま見る事を許される新参の入信者の喜びと等価なので
ある。 (TAYEB) という万能のキー・ワードは主人公の憶病さの 11iX に成る程度までしか
効力を発揮せず，後には奴隷女ゼイナブとの関係において逆に彼のjt に鎖を課すに至る働
きをするのであるが， この械に祝祭の秘儀入信的な性格を{皮に気付・かせるという作用は果
16 
たしているのである。
きて， (TAYEB) の魔力の助けを得ても祝祭に〈全的に参加〉できない主人公が次に
取る〈武器〉は〈変装による自己変革の試み〉である。この〈武器〉は( V. 0.) にお
いては二度使用されるのであるが，ここでは二度目の試みについて検討する。彼は断食月
の中にあるコンスタンチノーブルの夜毎の祝祭に参加しようと望む。この断食月の間，日
常の生は逆転される。すなわち畳は夜(つまり断食と塾居) ，夜は畳(街頭での祝祭)な
のである。そしてこの月が終ると新年がやって来る。という事は，人々の生は，暦の月日
と同様に一旦仮の死を迎え，その後その仮の死が苛酷であればある程より生々とした再生
を迎えるのである。この様にこの東方の祝祭には，前述した祝祭固有の〈死→再生〉とい
うメカニスムが大変顕著に認められるのである。
当初，この回教の祝祭に主人公が参加する事は全く不可能に見える。参加の為の唯一の
方策は，コンスタンチノープルの回教徒居住区スタンブールに住みつく事であるが，キ
リスト教徒には許される事ではない。ここで彼の脳裏をかすめるのはカイロでの変装によ
る祝祭への参加の或る程度までの成功の忠い出である。だが，以前よりも更に完壁な変装
もしくは変身が要求される。つまり，外的にキリスト教徒的風貌を捨てるのみならず， (北
の言葉) (フランス語等)を喋る事をも放棄せねばならないのであり，言わば彼は内的に
も一時的に国絡をも捨て去らねばならないのである。この織な〈参加j) への準備が人々の
助けも借りて控えられ，彼がこの禁欲とその解放という二重の誕祭と臼分白身とを同一化
しさえすればよい状態になり，夜毎の祝祭が彼のIIU ，ìíIに展開するにもかかわらず，又しで
も彼は〈全的な参加j} に失敗する。そして，その原因は常に彼の内部に在る。すなわち，
彼は祝祭の〈死→再't} というメカニスムにI'J己!日l一化せねばならないのに， 1凶教徒たち
が似の死に塾屈している昼 IIlJに， (言葉を取り戻しに) (つまり捨てたはずの国籍を取り
戻しに) ，ヨーロッパ入居住民ベラを訪れる事をやめないのである。
N'騁ant pas forcé , comme les musulmans , de dormir tout le jour et de 
passer la nuit enti鑽e dans les plaisirs pendant le bienheureux mois du 
Ramazan , ? la fois car麥e et carnaval , j'al1ais souvent ? P駻a pour 
(10: 
reprendre langue avec les Europ馥ns. 
〈変身〉は光世であっても，この械に( i'J 己変革〉は成されておらず， <参加j) は〈全 (1''))
ではあり{守な p。それ故，伎は私li ),,) ，冷た ~\IIU の f主制U"1 に{也ならず，次の{長に {H先に I/~ た
物〉に9411味はないと，観光客でしかない l'd己を露呈してしまうのである。
La repr駸entation donn馥 par les derviches hurleurs ne m'offrit rien de 
11 
nouveau , attendu que j'en avais d駛? vu de pareilles au Caire. 
17 
そして，この憾に〈断食 H の三十 H の夜を兄た事に満足} (傍点筆者)する彼にとって
は，コンスタンチノーブルとは〈楽屋を訪れたりせずに客席から眺めていなければならな
い舞台の書割り〉にすぎないのである。(書剖り〉の中に展開する祝祭は所設絵空事でし
かなく， (全的な参加J) など望むべくもないのであり，技々はここで彼の第二の〈武器〉
も不完全にしか機能しなかった事を確認する事になる。
さて，残された最後の〈武器) ，それはオリエン卜における現地人の女性との結婚によ
るこの地への同化の試みである。( V. O.) の話者は，既に引用した様に〈もはや朝で
もなく夜でもない人生の時〉に対処する為の〈良薬〉をこの地に見出したと言うのである
が，彼にとっては，この〈良薬〉を最も効果的に使用する為にはく結婚〉が必要なのであ
る。
Il faut que je m'unisse ? quelque fille ing駭ue de ce sol sacr? qui est 
notre premi鑽e patrie ? tous , que je me retrempe ?ces sources vivifiantes 
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de l'humanité , d'o?ont d馗oul? la po駸ie et les croyances de nos p鑽es! 
主人公が出会う〈無邪気な少女〉とは， ドルーズの民の族長の娘サレマなのだが，彼は
彼女との出会いの最初から彼女に対する感情を (AMOUR) という名で呼び，そしてその
感情を故意に女優や女王や女神に対する愛と混同して語るのである。これはネルヴァル固
有の〈現実を劇場として見ょう〉もしくは〈自己の人生を一編の小説として生きょう〉と
する傾向から発しているのであるが，この様な傾向に支配される彼が，自己と彼女(彼は
彼女の出現を〈夢の実現〉とまで言う)との結婚が運命によって既に決定されているもの
であると考えるのは必然的であるとさえ言える。何故なら，人生が小説であり，現実が劇
場であるなら，この世の有為転変は既に〈書かれた〉ものであるはずだから。
Rien n'ajoute de force ?un amour commeneant comme ces circonstances 
ina ttendues qui 司 si peu importantes qu'elles soient, semblent indiquer 
l'action de la destin馥. Fatalit? ou providence , il seml> le que l' on vo ie 
para羡re sous la trame uniforme de la vie certaine ligne ? suivre sous 
peine de s'馮arer. Aussit? je m'imagine qu'il 騁ait 馗rit de tout temps 
que je devais me marier en Syrie; que le so1't avait tellement pr騅u ce 
fait immense ‘ qu'il n ‘ avait fallu rien moins pour l'accomplir que mille 
circonstances encha絜馥s bizarrement dans mon existence , et dont, sans 
131 doute , je m‘ exagérais les rapports. 
そして， ドルーズの氏の信仰する教えの秘儀入信(J'>]性格の強さの故に，族長の娘への愛
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は.理想、の女性へのイニシアシオン( (夢の実現〉である彼女との結婚とは，とりも直さ
ず大いなる祝祭へのく全的な参加J) の IJ記就に他ならなし、)であると同時に， ドルーズ教と
いう極めてサンクレチックな(それMt にネルヴァルの理想、の宗教思想、の一つで、ある)宗教
へのイニシアシオンでもあり，言わば〈二重の〉イニシアシオンとしての意味を J，~;ってい
るのである。この桟な〈二重の〉イニシアシオンの試練(伎によれば、それは彼女の花婿
となるに相応しくなる為の (ETUDE) である)を着々と通過してゆく主人公は，遂に祝
祭への〈全的な参加〉の為の鎚を手 Ji-lにしたかに忠われ， (v. 0.) もロマネスクなハ
y ピーエンドにMli られるかに忠われる(後にも言うが，そうであれば( Auri> !iα 〉なる書
物は遂に書かれなかったかも主11れない)。だが，事態は思いがけない不通の介入によって
唐突な変化を迎える。不通とは主人公を襲うこの土地特有の熱病であり、死から逃れる為
には‘彼はこの結婚という名の!大いなる祝祭の燃えたき、る Ji l 心である [L]から司出来るだけ
速く遠く離れなければならず.再発しない為には二度と戻ってはならないというのである。
ここに来て，叙述は急流の様な，;)，>;]子となり，主人公は風の素早さでシ 1) アからベイルート‘
スミルナ，コンスタンチノーフルへと移動する。この一種投げやりなまでの空間的推移は，
(Sylvic) 第 13車〈オーレリー〉の叙述における急激な HキIIlJ的推移と酷似している(これ
干早急」放な推移一一 11寺 WJ的にしろ空111] (I~ にしろ一一一はネルヴァルにおいては甚だ珍い、
事であると言える)。この酷似現象の;也、日未については，ここでは詳述しないが私見では，
ネルヴァルの内 t'ill におけるロマオ、スクな傾向とレアリスチヅクな傾向とのせめぎ合いの結
果ではないかと忠われる c ともあれ，祝祭という名の宝庫の最後の扉に子を触れた途端に
退去p を余儀なくされた主人公は‘この不条I里で千rll秘的とも言える失敗の I↓l(こ iJIJ G かの運命
的なものの介入を想定せずにはし、られな p。
Il 騁ait sans doute 騁abli de toute 騁ernit? que je ne pourrais me marier 
ni en Egypte 司 ni en Syrie 司 pays o? les unions sont poul'tant d 、 une facilit?
(141 
qui touche ? 1‘ absurde 
そして， このエピソードの末出を自íli るの(j:， _.人の友人の死の生11 らせであり， (墓地〉
〈葬列) (WI霊〉などの不吉な単語群である。エジフトについて似が愛惜するものについ
て，彼は次の慌に言うカ\この一文科見事に千ルヴァル(，')思考の特徴を表わしているもの
はな t)o
C'est un ami ‘ e'est une femme ，-←ーl ‘ un s駱ar? de l10i seulement par la 
1l5J tombe 、 l ‘ autre ?jamais perdue. 
つまり，死は愛する fí' から fJ~ を〈単に iJ 1 き 1216すだけ〉であるが、 I~J 己の過失一一一この
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fJi 
~I支も入信の試練に失敗したオル
から失なわれた愛する k は，j桔合の紙にそれがいかに不可 JiL )J のものであっても
にと.)て〈永遠に〉失なわれぐしまうのである。
ペウスが7ì<速にエウリュディケーを失なってしま-) {長にじ
J)i 、
こうして( V. 0.) のt:.人公
の為の M も好都合な機会をほと λ と掌 lやにしながら失なってし《全 (1'0参加 1)祝祭への1;1: , 
まうのである。
オリエントの祝祭に参加;る為に fJt が取った〈武器〉は悉く効力を発揮でき
似のこの地へのアテューは句少の[Ej から追放された不幸主〈覚醒者〉
この械に。
それ J】丸
の悲しみにl~ltl ちている。
なかった ο
d駛?
l'Orient n 、 est plus pOUI・ mOl qu ‘ un de ces rれres du matin auxquels viennent 
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bient? succ馘er les ennuis du jOUl'. 
et orages ‘ et des 
???????? ??pays le regagne Je impress ion! Triste 
の祝祭に〈全 (1') 参加〉
伎は一つの終る事のない祝祭を永遠に享叉-する事がで
し得ていたなら司出<14iAL>もし伎がこのオリエントという名の
は伎を illJ.注しなかったであろうし、
京 )J におけるネルヴァルの JÈ. h時を ííU単に辿ってきたわけであU.Lの械に技々は，
ここに彼が点方旅行から引きだした一つの教訓の版なものが JIJj らかになコてきたと
きた.('あろう。
さて，
るが，
{ iJ!;!以〉が人に土、j してイリエントに代}~される怯な'11: 約してみように1
f i'N2する若返らせる魔力は市に有効である。
つまり，!J、われる。
完全に
彼は u 己の人格の
人がそれを効果的に利}FJ し、
伎は次の条件を満足させなければならな p。すなわち，若返る為には，
完全な変革の為のイニシアシオンの試練の数々に耐えねばならず，
しかし，
{庄は安易なその場合，
その試練を nなにして少しも践踏つてはなら
我々には {II先の企王と精霊の玉、ノリマンの物語〉に描かれたアド
ニラムの iHIll負のエピソードと|断食 H から新年への移行のエヒ、ノードの 1.1 J に，
変装やj支制j な変身に軽薄に満足しではならず，
そして，ないのである。
この点につい
地下世界への下降を経た
Ij;Jr 食} J の 11' では，
ての大変意味深い示l唆が潜んでいる械に思える。
後に，すなわち{反の7E を経た後に INITIE ，ì主のゲIJ に JJII えられるのであり，
新年の訪れを死に等しい厳しい禁仇の生 l プ，1，;;1 号ながらや:福な希望を )Jí~~ に侍ち望ん
そう， F1J: 'J: の為には死の(1;.'肢は :i .ー， I ケ，なのである。
アドニラムは，
人々は，
でいるのである。
の，lj\みの i，IJ，f， J.'5{ の失l!文一-Hに校長の娘サレマとの結婚〈参加1)その1:，方校行にわ、ける
しようと IJ 諭む事i庄が祝祭に〈参加1)f_}L)ミのプランの I~ で、は，のイt条此!な失敗一ーは，
がj1ドjl-+iíHìιて、、ある 1事を示している怖に店、われる。
{Aur駘ill) との関係οricnl) 
これらすべての事が|りl らかとなった今，
我々には ti 名な {/lurc'lia)> 
L 
L {¥loyugc cη 3. 
その事に
の J1AJYIiの -Ei1 の f/JJ~ きが 1m えてくる 1長(こ忠わ
と)すればよいのであろうか。では，
店、いを!拙せる H主
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れる。
Le R黐e est une seconde vie. (・・・) Les premiers instants du sommeil 
sont l'image de la mort; un engourdissement n饕uleux saisit notre pensée , 
et nous ne pouvons d騁erminer l'instant pr馗is o?le moi, sous une autre 
forme , continue l'誦vre de l'existence. 
(17) 
この様に，夢は人に一時的な仮の死と新しい生とを与えるのである。今後， (全的な参
加〉の，彼自身と宇宙全体との (GUERISON) の機会を求めるのは，現実のプランの上
ではなく，夢の領域の中にであろう。それに，既にく V. 0.) において，このレアリス
ムに支配されているが如き作品の中において，話者は彼の夢への信仰を次の様に表明してい
たのである。
(18) Il est certain que le sommeil est une autre vie dont il faut tenir compte. 
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